
30周年記念講演　　要旨

国際交流、きっかけは一人の友人から

木村律子＊

現代はあちらこちらで「国際化」「国際理解」と叫ばれています。実際世界は狭くなっていることはま

わりを見渡せば明らかです。東京の上野公園にたむろする何百人というイラン人、東南アジアからの若い

女性達。新潟には南米からの出稼ぎ者も増え始め、また過疎の町では嫁不足で国際結婚する男性もたくさ

んいます。そんな身近な国際理解をするためには一体どうしたらいいの？

彼らは何を考えているの？

　ある大阪の娘力海外の国々で体験したおもしろおかしいエピソードをもとに、いろんな人々のことをち

ょっとおしゃべりします。

　　　　　　　　　　S工X　　WAYS

TO『（E　PEOPLE　L工KE　YOU’　．
’　　　　　　　　　　　　　　　　　（カーネギーの6原則）

　Rule　1：　　Become　genuinely　inteτes七ed　in　ot｝ier　people．

　Rule　2：　　Smile．

　Rule　3：　　Reme血ber　that　a　man°s　name　is　七〇　him　the

　　　　　swee七est　and　m。st　important　sound　in　any　lang岨ge・

　RUIe　4：　　Be　a　good　listener●

　　　　　　　　Enc。urage。th百s七。　talk　ab◎u七the喧elves・

　Rule’5：　　Talk　in　terms　of七he　other　man曾s　interes七．

Ru・e　6・ぬkeぴe・仙er　pers・n　fee・imp・⌒孤d

＊新津国際交流協会
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